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研究の概要 
サブサハラアフリカに緑の革命を実現する中核技術は、アジアとは異なり、品種改良のバ
イオテクノロジーではなくて、アフリカ特有の低地の生態環境を改良する水田エコテクノ
ロジーである。低地の適地に開発した水田稲作の持続可能で集約的な生産性は畑地の 10 倍
以上あり、アップランドに森林を再生することも可能で、地球温暖化防止にも貢献できる。
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１．研究開始当初の背景・動機 ４．研究の主な成果 
 サブサハラのアフリカでは食糧危機と環
境悪化が進行し、社会・政治不安の背景に
なっており、21 世紀の地球社会の大きな不
安定要因になりつつある。 

以下に示すように、サブサハラアフリカ
に緑の革命を実現する水田仮説(I)を、アジ
アとの対比からより明確に示した（図 1）。 

今後50-100年の日本の国際貢献策として、
アフリカ農民の自助努力をサポートし、2000
万haの水田開発とそれによる食料増産を実
現し、2億haの森林再生による温暖化防止プ
ログラムを具体化することを目的とした。 
２．研究の目的 

(1) アフリカに緑の革命を実現する技術
は、低地の稲作生態環境を改良する水田エ
コテクノロジーであるという「水田仮説 I」
の実証。(2) 低地における水田の単位面積
当たりの持続的な集約的生産性は畑作地の
10 倍以上であるという「集約的持続性に関
する低地水田仮説 II」の実証。(3) 集水域
における天然の養分供給力を、集水域方程
式により見積もり、熱帯アジアや日本の集
水域と比較しながら、サブサハラアフリカ
における低地水田開発の限界を見極める。 
３．研究の方法 
ガーナの人為サバンナ帯とナイジェリア

のギニヤサバンナ帯、２つのベンチマーク
集水域におけるアクションリサーチ型の現
地研究である。実証の精度を上げるため、
数百人の農民の自力により、数 10ha の水田
を開発し、水田稲作を実施した。   
同時に基礎的調査研究も並行して実施し

た。現地研究はかって日本の博士課程に在
籍した元留学生が中心となって実施した。 
 



 ５．得られた成果の世界・日本における位
置づけとインパクト アフリカに緑の革命を実現する中核技術

は、バイテクではなくて、アフリカ適合型
の低地水田生態工学技術である。しかし、
アフリカの低地土壌生成作用はアジアの 5
－10 分の 1 と小さい。サブサハラの全低地
2.5 億 ha のうち約 10％、2000 万 ha、の
水田適地を見極めることが重要。 

WARDA(アフリカ稲作センター)による
Nerica 米の育種成功により、アフリカの緑
の革命実現への期待が高まったが、その限
界も明らかになっている。アフリカの緑の 
革命実現は国連の MDGs の中心課題であ
り、アフリカ諸国の悲願である。前事務総
長アナン氏を議長とする AGRA (Alliance 
for Green Revolution in Africa)や WARDA, 
IRRI（国際稲センター）等、国際研究機関
の悲願でもある。これらの世界の潮流はい
ずれも品種改良が緑の革命の中心技術であ
ることを前提としている。 

本研究は品種改良のみでは緑の革命は実
現しないこと、厳しい生態環境の改良を行
う水田エコテクノロジーこそが緑の革命を
実現する中心技術であることを示した。 
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 研究者と農家が協力して、さまざまな形
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